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第３１１１回例会記録

★開 会 点 鐘：木村 一則 副会長
★国 歌：―
★Ｒ ソ ン グ ：手に手つないで
★四つのテスト：―

日時：2024年３月２１日㈭18:00～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：加藤 幸徳 ＳＡＡ

4月
4日

㈭ 12:30～

会員卓話
国際奉仕委員会

佐藤 好生 会員

委員会担当例会
メディア委員会

会長報告 木村 一則 副会長②
時節柄、春のセンバツ高校野球が始まりまし

た。昨日は21世紀枠で出場の別海高校が初陣を
飾りました。私もテレビで見ていましたが、3回
位まではそこそこ戦えそうだと思いましたが、一
つのエラーをきっかけに小さな綻びが大きなミス
の連鎖を生んでしまい、守備で守り勝つと言って
いた別海高校ですが、ここ一番の正念場で守り切
れずに残念な結果となってしまいました。

この試合を見ていて思ったのが、全国レベルの
チームは“ここ”という時にやるべき事をやり切っ
ている。それが成果につながって結果を残してい
るのだろうと、いう事です。

これは私達の仕事でも同じで、やるべき時にや
るべき事をやり切る。これが結果を残し成功につ
ながるのだと、改めて勉強させられた気がしました。

別海高校は残念でしたが、明日はその辺の経験
は積んでいる北海高校の試合がありますので、期
待しています。【森会員①の退会挨拶後、餞別を
贈りました。写真上】

幹事報告 大西 孝拡 幹事⑥
１．6月15日、帯広東ロータリークラブ創立40周

年記念式典・祝賀会の案内。

2．森会員①が4月より転勤となりました。後任
につきましては確定次第お知らせ致します。

委員会報告
◇高井 一博 ロータリー情報委員会委員⑦

入会3年未満の該当する会員へオリエンテーシ
ョン開催案内を配布。4月11日、夜間例会の前の
16時30分から当ホテルパールの間で行います。

一般の会員も参加OKです。
◇前島 英樹 職業奉仕委員会委員長⑤

4月18日、新入学児童105名へ記念品＝多目的
ボードを佐藤教育長③へ髙橋会長④と共に、寄贈
して参りました。毎年大変喜ばれております。
【写真は町企画課提供】
◇黒坂 貴行 社会奉仕委員会委員長⑧

4月5日㈮午前10時より遠軽警察署庁舎前で春
の全国交通安全運動街頭啓発を実施します。会員
は午前9時50分までに集合して下さい。

3月
28日
㈭ 12:30～

ごあいさつ
◇森 省三 会員①

この度小樽に転勤することになりました。
ロータリーは、ポリオ活動、奨学金制度、地域

に貢献する様々な事業をやっているとても良い団
体ということがわかり、大変良い経験になり、ま
た、夜間例会とかパークゴルフ、野球ツアー等に
参加させて頂き、皆さんと交流を持てて非常に良
かったと思っております。お世話になりました。

本日のプログラム 懇親会
益井 伸也 親睦活動委員会委員長

乾杯は、2年間当委員会委員として積極的に活
動、また2次会以降も途切れることなく最後まで
お付合い頂いた森会員にお願いします。【2面】

【名前等後の○数字は写真とその中の番号】
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棚橋 忠 山田荘一
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3月21日 44 41 26 63.4%

本日のプログラム ゲスト卓話
全盛期は常に未来～愚直
北海道遠軽高等学校 生徒募集委員会委員長・
北海道遠軽高校野球部監督 阿波 克典 教諭①

資料のタイトル「全盛期は常に未来～」は、
2015年、遠軽高校野球部が春の選抜で甲子園に出
場した際、野球部支援団体の代表の方から「全盛期
は常に未来」というメッセージを頂き、野球部とし
ても遠軽高校としても、今後、未来が常にこう盛り
上がっていくように子供たちと教員集団でやってい
こうと、その言葉をタイトルにさせて頂きました。

本校は、2016年の20人から2024年は123人の下
宿生を獲得している北海道では唯一無二の公立高校
です。要因はまず、遠軽町が通学者や下宿生の助成
金を平成28年に制定してくれたことが大きく、そ
の後、学校で生徒募集委員会を立ち上げて現在に至
っております。

この委員会は、平成29年、1学年、5間口が危な
い、何とか維持していきたいということから、私と
現吹奏楽顧問の高橋先生と2人で難儀の末、当委員
会を立ち上げました。現在は本校職員過半数を得て
活動しています。

「ブランディングされた遠軽高校」、ということ
で、下宿生が多く来ていますが、校内で四つの課題
を共通で持っています。
①進学実績 ②町内生の出願率 ③下宿の管理運営
④４間口時代への突入。これらの課題を改善するた
め、今年度からの「コミュニティ・スクール」とい
う制度を学校長が計画しております。学校の中に町
の方々が入ってもらいアドバイスを頂いたり、連携
したりしていくという取り組みです。

因みに、この下宿生の取り組みが無かったとした
ら、恐らく3間口になると思われます。そうなる
と、その後は4、5年で大体2間口になっていきま
す。ですから、今5間口で活動できていることは町
のご理解と下宿整備で成り立ってるってことを教職
員も共有しております。

「教員側の課題」ですが、働き方改革で寮に一
緒に住んでる教員が寮の120名の巡回や相談に応
じるなど、いろいろ課題はあり、今後の働き方と
の絡みが難しいところになってくると思ってます。

2023-24_34th-02

現役東大生による“遠軽東大塾”(令和5年)

仕事をしていく中で、やはり学校現場だと、どう
しても終了感や達成感をこなすだけで日々を過ごし
てしまうことが非常に多い職業なので、本校ではそ
の先の「期待感」と「共鳴」を教職員と確認しなが
らやっていくことを活動の軸に置いています。

令和15年まで5間口維持の本校をイメージし、取
り組んでいます。

実は平成29年には、もう4間口の校長会議が行わ
れており、それを考えると生徒募集委員会の活動は
少しだけでも力になったのかなとは思っています。

最後に、北海道遠軽高等学校野球部の話を少し。
道内公立校では、本校が部員数が一番多く、その

理由は、(1) 野球に掛かる費用が少ないので、高校
野球続けたいという生徒が来てくれる、(2) 特徴と
して大学で野球を続ける人が多いので、3年生にな
った時に野球スタッフが大学に出向き、やるべきこ
とや特待制度を使って、大学でも続けるようにして
もらっている、(3) 野球寮が二つあり、寮費が月4
万円で道内で一番安く新しい、と言っています。こ
の三つがあって、多く集まってくれています。

ブランドイメージを早くからSNSで発信、その影
響もあって、選手が集まってきてくれる状況です。

「選ばれる遠軽高校」と言ってもらえるように、
まず我々が努力するということを職員会議でも確認
して、生徒たちと過ごしていきたいと思ってます。

悲願である夏の甲子園出場を目指して、頑張って
いきます。


